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【目的】去勢抵抗性前立腺癌患者（ CRPC）における腸内細菌叢と血

液ゲノムの網羅的解析と生活習慣質問票により、CRPC に特徴的な腸

内細菌叢を調べ、生活習慣に関わる因子と SNP が腸内細菌叢の分布

に関連するかを検討し、CRPC に特徴的な複合的疾患背景を明らかに

する。  

【方法】ホルモン感受性前立腺癌（ HSPC）および CRPC にて加療中の

症例を対象とした。直腸診の際に便を採取し、16S rRNA シークエン

スにて菌叢解析を行った。全血からゲノム DNA を抽出、ゲノムワイ

ド関連解析（ GWAS）にて SNP など遺伝的素因を評価した。また、生

活習慣については国立がんセンターの生活習慣に関する質問票を収

集、食事、運動、嗜好品などを詳細に検討した。  

【概要と結果】我々はこれまでに菌叢解析にて前立腺癌に特徴的な

腸内細菌叢を同定した。近畿大学病院では、研究期間に HSPC64 例、

CRPC 症例 25 例の検体採取を行い、そのうち 88 例の腸内細菌叢解析

と GWAS を終了、現在解析中である。  


